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3.県内の海外在留・移住の地域的特色

　　【表7 】は郡市別海外在留数である。県全体で昭和期に急激に海外在留数が増加す

る。在留数の多い郡部は【グラフ13】のように、第1 位が綾歌郡、2 位が三豊郡である。そ

の推移を見ると、県とほとんどの市・郡が1934年（昭和9 年）をピークに減少する。理由は

移住先のブラジルに原因があることは、後述する。
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　　もう少し狭い範囲での市町村別外国出寄留数を『香川県統計書』から分析してみる。

データとしてあるのは1915年（大正4 年）～1919年（大正8 年）に限られ、在留数の多い昭

和期のものがないのは残念であるが、【表8 】はこの5 年間の各年の外国への出寄留数

の合計数を算出した。県下179 市町村のうち、最も多いのが坂出町（現坂出市）、次いで

雌雄島村（現高松市）、3 位以下は高松市、豊浜町、和田村（現豊浜町）、広島村（現丸亀

市）、高見島村（現多度津町）、小田村（現さぬき市）、丸亀市、豊島村（現土庄町）と続く。



　　1935年（昭和10年）3 月17日付『大阪朝日新聞』香川版に雌雄島村についての記載が

ある。それによると、「人口稠密過度の緩和策」として県では「ブラジルをはじめ北海道移

民熱をかりたてているが、今回移民奨励の対象を耕地狭小の島嶼部に向ける」としてい

る。雌雄島村の場合、女木島だけでもこの時カリフォルニアだけで70余人の島民が活躍

し月々同島への送金額は3,000 円を突破しているという。県では島嶼部の移民熱は不振

であることを挙げ、加えて内海漁業の行き詰まりを指摘し、「島の更生は移民から」として

漁、農両移民を海外へ送り出すために島の青年たちに呼びかけている。

　大正期以前の移住者が継続的に昭和期に入っても移住者を勧誘（呼び寄せ）すること

も考えられる。その際、同一地域の者が地縁あるいは兄弟や親類という血縁から移住す

る場合も考えられ、同一地域に移住者が集積・集中することがある。記事にある送金等

に見られるように移住送出地と移住先との関係が継続されている。

　大正期に2 位であった雌雄島村の外国出寄留数から考えて、大正期から、北米合衆国

（アメリカ合衆国）、特にカリフォルニアへの移住が多いことが考えられる。

　人口密度が高く耕地が狭いのは香川県全体についてもいえるが、島嶼部は特に地形

的制約から耕地が狭小である。そこで解決のために雌雄島村のように海外移住を奨励し

たといえる。なお、雌雄島村の現住人口の推移は【グラフ14】のとおりである。大正期の人

口減少がみられる。

 



　　【表8 】の上位30市町村のうち、小豆郡を主とする島嶼部の村が10村（内小豆島6 ）で

あることが注目される。なお、人口の多い市町村はそれだけ出寄留数も多くなってくるた

め出寄留数を人口で割った比率で比較する。1915年（大正4 年）～1919年（大正8 年）の

出寄留数の合計を1914年（大正3 年）の現住人口（出寄留前の人口）で割った比率の多

い順から、県下179 市町村のうち30位までは【表9 】のようになる。上位4 位までを島嶼部

が占め、30位までに10の島嶼部の村が該当する。

　出寄留合計数が多くかつ人口比が高い、ともに10位までに位置するのは、雌雄島村、

高見島村、広島村、豊浜町、和田村、豊島村、小田村である。この場合でも島嶼部が過

半を占める。

　なお、同一方法でデータのある大正4 ～8 年の朝鮮への出寄留の比率、他府県への出

寄留の比率をそれぞれ上位30位まで算出し、【表10】のようにこれと比較してみた。



　 朝鮮出寄留での比率第1 位は小田村（現さぬき市）で朝鮮への漁業移住が多かった。

この小田村の外国出寄留比率は7 位であった。朝鮮出寄留比率2 位の佐柳島村は外国

出寄留比率1 位の高見島村の隣村（ともに現多度津町）であるが、高見島村は30位まで

に朝鮮出寄留がない、逆に佐柳島村は外国への出寄留がなく両村の特色が違ってい

る。外国出寄留比率第2 位の雌雄島村は朝鮮への出寄留がない。外国出寄留の比率、

朝鮮出寄留の比率がともに10位以内のものは小田村のほか、広島村、豊浜町、和田村、

豊島村である。さらに、他府県出寄留の比率を併せると、このすべてに共通するのは豊

浜町、豊島村の2 町村となる。『新修豊浜町誌』（1995年・平成7 年）には多方面への移住

についての記載がある。他府県出寄留比率第1 位の本島村と外国、朝鮮への出寄留比

率がそれぞれ3 位、6 位の広島村（ともに現丸亀市）は隣接する。この両村の特色がこれ

も違っている。
 

　 30位まででみた時に外国出寄留比率は小豆島の村々が多いのに対して、朝鮮出寄留

比率は該当がなく、他府県出寄留比率も12位の淵崎村のみで、外国出寄留比率が高い

が他は低いという小豆島各村の地域的な特色がある。小豆島に隣接する同じ小豆郡の

豊島村は外国、朝鮮、他府県すべてにおいて比率が高い。豊島村の人口推移は【グラフ

15】のとおりで、特に大正期に人口減少がみられる。
 

　ちなみに、小豆郡の北海道移住はごく少ない。小豆島をはじめ、本島のある塩飽諸島な

ど瀬戸内の島々は阪神方面との地理的、経済的な結びつきが強く、この方面への出稼

ぎ、移住が多い。
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